
毎日の日課
講話四十九『日常生活の心得と人生の生き方』より

1 朝・晩

毎日、朝と夜に30分ずつ礼拝する。ご霊前でもお勤めの言葉を礼拝する。

2
夜

毎日、夜は説法5回読み合わせ、教典10分読み合わせ、心を育む一章読み合わせ、原理
原則読み合わせを行ってから就寝する。

3 毎日

教典や原理原則を何節か読み、それを書き出す。

4 静かに

静かなところで神を感じる。

5 一日中

日常の中に、神を感じた心の平静を持ち込みながら、体も養生する。

6 人生を通じて

人生の四つの時期に合わせて生活をする。

今日の教訓

神を感じた心の平静を、

日常の行動の中へ持ち込み、
何が起きても動じない平常心を養う。
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